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朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
士
慈
稔
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
天
台
宗
の
確
立
は
、
大
覚
国
側
義
天
（
一
O
五
五
I
一
O
一
〉
が
入
宋
求
法
し
、
天
台
並
び
に
華
厳
を
学
ん
だ
後
、
粛
宗
二
年
三
O
九
七
）
開
城
の
国
治
寺
に
住
し
、
天
台
の
教
義
を
講
じ
て
か
ら
と
さ
れ
る
o
「
南
嵩
山
仙
鳳
寺
海
東
天
台
始
祖
大
覚
国
師
碑
」
・
「
国
治
寺
啓
講
辞
L
等
の
史
料
に
よ
る
と
義
天
が
跡
絶
え
て
い
た
天
台
学
を
復
興
さ
せ
、
一
宗
と
し
て
国
家
的
承
認
を
得
せ
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し
め
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
教
団
と
し
て
捉
え
る
時
、
彼
の
功
績
を
し
て
朝
鮮
天
台
の
始
祖
と
す
る
の
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
天
台
宗
の
根
本
聖
典
で
あ
る
「
法
華
経
L
中
心
に
考
察
を
進
め
る
場
合
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
仏
典
将
来
は
、
高
句
麗
に
於
い
て
は
、
小
獣
林
王
二
年
（
三
七
二
）
に
順
道
、
同
四
年
（
三
七
四
）
に
阿
道
が
驚
し
た
と
さ
れ
、
百
済
は
枕
流
玉
元
年
（
三
八
四
）
に
胡
僧
摩
縦
難
陀
、
聖
王
十
九
年
（
五
四
一
）
に
梁
に
使
を
遣
わ
し
て
浬
柴
等
の
経
典
を
請
い
、
新
総
は
真
興
王
十
年
（
五
四
九
）
に
僧
覚
徳
、
同
二
十
六
年
（
五
六
五
）
に
陳
が
使
臣
の
劉
思
と
僧
明
観
を
遣
わ
し
て
経
論
千
七
百
余
巻
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
将
来
経
論
の
詳
細
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
中
か
ら
法
華
経
の
伝
来
時
を
確
定
づ
け
る
」
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
国
時
代
、
百
済
の
玄
光
は
南
岳
慧
思
の
許
で
法
華
三
昧
を
証
し
、
智
額
の
門
に
は
高
句
麗
の
波
若
が
い
た
。
七
世
紀
中
頃
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
円
4
〉
か
ら
元
暁
等
の
法
華
経
の
研
究
が
始
ま
り
、
統
一
新
羅
に
は
左
渓
玄
朗
の
法
脈
を
法
融
・
理
応
・
純
英
等
が
伝
え
、
高
麗
時
代
に
は
四
明
沙
門
子
麟
が
半
島
に
天
台
の
教
法
を
伝
授
仏
伐
と
さ
れ
る
。
又
、
「
天
台
四
教
儀
し
を
著
し
た
諦
観
は
光
宗
十
一
年
（
九
六
O
〉
に
呉
越
中
盤
王
の
求
め
に
応
じ
天
台
の
典
籍
を
中
土
に
粛
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
流
れ
か
ら
捉
え
る
時
、
半
島
に
於
け
る
法
華
経
の
伝
播
を
三
国
時
代
と
し
、
信
仰
・
研
究
が
な
さ
れ
た
と
す
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
小
論
で
は
、
義
天
以
前
、
特
に
三
国
・
統
一
新
羅
時
に
於
い
て
、
法
華
経
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
信
仰
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
僧
伝
を
中
心
に
少
し
く
論
じ
て
い
く
。
百
済
に
於
け
る
法
華
受
容
「
仏
祖
統
紀
」
に
は
天
台
東
土
十
七
祖
と
し
て
、
高
祖
龍
樹
、
二
祖
北
斉
大
禅
師
、
そ
し
て
三
祖
南
岳
大
禅
師
と
続
く
が
、
次
の
表
が
〈
6
V
記
さ
れ
て
い
る
。
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三
祖
南
岳
大
禅
師
天
台
智
者
禅
師
荷
岳
大
善
禅
師
J
ー
鯨
令
陳
正
業
南
岳
僧
照
禅
師
新
羅
玄
光
禅
師
」
一
南
澗
慧
受
禅
師
一
升
堂
受
蕗
一
人
一
火
光
三
昧
一
人
枝
江
慧
成
禅
師
水
光
三
昧
一
人
藍
谷
慧
超
禅
師
巴
丘
慧
曜
禅
師
雲
峯
慧
涌
禅
師
江
陵
慧
威
禅
師
鍾
山
智
瑳
禅
師
仙
城
慧
命
禅
師
枝
江
慧
瑳
禅
師
｜
｜
南
岳
霊
賠
禅
師
浄
人
方
合
南
岳
府
君
刺
史
劉
懐
宝
光
州
巴
子
立
影
堂
二
十
八
人
業
高
四
百
信
重
三
千
（
7
）
 
天
台
の
立
祖
相
承
に
つ
い
て
は
、
金
口
相
承
・
今
師
相
承
・
直
授
相
承
・
訳
主
相
承
・
九
師
相
承
等
の
諸
説
が
あ
り
、
「
仏
祖
統
紀
L
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の
天
台
三
祖
と
し
て
の
慧
思
（
五
一
五
t
七
七
）
に
関
し
て
異
説
は
多
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
慧
思
の
法
脈
を
受
け
つ
い
だ
智
顕
（
五
三
八
t
九
七
〉
と
共
に
、
玄
光
が
列
の
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
（
8
）
（
9
）
（
日
〉
玄
光
の
伝
は
「
仏
祖
統
紀
」
・
「
宋
高
僧
伝
」
・
「
神
僧
伝
」
・
っ
新
修
科
分
六
学
僧
伝
」
等
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぽ
同
文
で
あ
（
ロ
）
る
為
、
成
立
の
古
い
賛
寧
（
九
一
九
t
一
O
O
二
）
撰
の
「
宋
一
目
阿
倍
伝
L
を
中
心
に
論
考
を
進
め
て
い
く
。
要
旨
を
ま
と
め
る
と
、
①
新
緑
の
玄
光
は
陳
に
求
法
し
、
衡
山
の
慧
思
の
許
で
修
業
を
始
め
る
。
②
慧
芯
か
ら
寸
法
華
安
楽
行
門
」
を
受
け
、
一
心
奉
行
し
、
法
華
三
昧
を
証
し
印
可
を
受
け
る
。
③
中
土
に
於
い
て
慧
受
禅
師
に
法
を
授
け
る
。
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
④
熊
州
翁
山
に
帰
り
党
利
を
成
し
、
衆
を
集
め
て
法
を
説
く
。
⑤
弟
子
の
中
に
、
受
荊
者
一
人
、
火
光
三
昧
に
入
る
者
一
人
、
水
光
三
昧
に
入
る
者
二
人
い
た
。
（
日
）
（
H
H
）
以
上
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
玄
光
の
生
国
に
関
し
て
は
、
百
済
説
・
新
羅
説
が
あ
り
、
史
料
に
於
い
て
も
一
定
で
は
な
い
。
し
か
〈
店
）
し
、
最
近
で
は
、
熊
州
と
い
う
地
名
か
ら
百
済
人
と
す
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
陳
に
行
っ
た
年
は
、
慧
思
が
衡
山
（
湖
南
省
衡
山
（
日
山
）
臨
む
に
住
し
て
い
た
時
と
考
え
ら
れ
、
「
統
一
両
僧
伝
」
慧
思
伝
よ
り
五
六
八
年
か
ら
五
七
七
年
の
聞
と
考
え
ら
れ
る
。
（
η）
 
次
に
、
法
華
三
昧
に
関
し
て
は
、
「
仏
祖
統
紀
」
に
よ
る
と
、
行
じ
た
者
は
、
智
顕
を
筆
頭
に
苦
行
禅
定
皆
第
一
と
さ
れ
る
南
岳
僧
照
禅
師
、
禅
定
・
説
法
兼
備
の
南
岳
大
善
禅
師
、
枝
江
慧
成
禅
師
、
雲
峯
慧
涌
禅
師
、
江
陵
慧
威
禅
師
、
鍾
山
智
瑳
禅
師
等
が
い
る
。
し
か
し
、
慧
思
著
作
の
寸
諸
法
無
誇
三
昧
法
門
L
に
は
法
華
三
昧
は
一
度
も
顕
わ
れ
ず
、
「
随
自
意
三
昧
」
に
於
い
て
も
た
だ
一
度
つ
も
し
衆
を
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説
法
教
化
し
て
大
慈
悲
を
学
び
六
神
通
を
超
え
ん
と
欲
し
、
疾
く
菩
薩
の
位
に
入
る
を
得
て
仏
の
智
慧
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
当
に
念
。
。
。
。
。
。
（
却
）
仏
三
昧
・
般
舟
三
昧
を
具
足
し
、
及
び
妙
法
蓮
華
三
昧
を
学
ぶ
ベ
し
L
と
、
妙
法
蓮
華
三
昧
と
し
て
顕
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
法
華
経
安
楽
行
義
」
に
至
っ
て
初
め
て
寸
法
華
経
と
は
大
乗
の
頓
学
、
無
始
白
悟
、
疾
成
仏
道
、
一
切
世
間
難
信
の
法
門
な
り
。
凡
そ
こ
れ
一
切
新
学
の
菩
薩
、
大
乗
超
過
の
一
切
諸
菩
薩
の
疾
成
仏
道
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
す
べ
か
ら
く
持
戒
忍
辱
精
神
し
て
禅
定
を
勤
修
し
、
専
心
に
L
V
品
中
山
恥
を
勤
学
す
ベ
ゆ
い
と
、
法
華
経
の
実
践
を
法
華
三
昧
の
実
修
と
捉
え
、
法
華
三
昧
の
行
法
を
説
く
よ
う
に
な
る
。
勿
論
、
慧
思
自
身
の
法
華
三
昧
の
開
悟
、
智
頭
の
大
蘇
山
開
悟
か
ら
も
「
法
華
経
安
楽
行
義
」
の
原
型
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
弟
子
を
指
導
し
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
法
華
三
昧
が
次
第
に
深
ま
り
、
南
岳
に
至
る
頃
ま
で
に
「
法
華
経
安
楽
行
義
」
と
し
て
法
華
三
昧
の
行
法
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
玄
光
が
慧
思
か
ら
「
法
華
安
楽
行
門
」
を
受
け
た
と
い
う
の
は
、
完
成
さ
れ
た
「
法
華
経
安
楽
行
義
し
に
し
た
が
っ
た
行
法
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
光
は
一
心
に
奉
行
し
法
華
三
昧
を
証
し
、
「
印
可
L
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慧
思
の
弟
子
中
法
華
三
昧
を
証
し
た
者
は
多
々
い
る
が
、
慧
思
の
「
印
可
」
を
受
け
た
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
智
顕
と
玄
光
し
か
見
当
ら
な
い
。
（
幻
）
「
汝
は
陳
国
に
於
い
て
縁
有
り
、
往
か
ば
必
ず
利
益
あ
ら
ん
」
と
、
陳
都
金
陵
で
の
慧
思
は
印
可
を
授
け
た
二
人
の
弟
子
に
対
し
て
、
教
化
を
勧
め
、
又
、
「
郷
国
に
還
り
て
、
ま
さ
に
善
権
を
以
て
行
き
て
化
度
す
ベ
し
」
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
で
の
教
化
を
勧
め
る
の
で
あ
る
玄
光
の
学
は
、
慧
是
に
法
を
授
け
る
程
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
百
済
に
帰
り
、
熊
州
翁
山
に
寺
を
成
し
、
衆
を
集
め
て
法
を
説
く
。
弟
子
の
中
で
受
加
者
一
人
、
火
光
三
昧
を
修
す
る
者
一
人
、
水
光
三
昧
を
修
す
る
者
二
人
が
い
た
と
あ
る
。
受
強
と
は
、
「
妙
法
蓮
華
経
文
句
」
に
寸
授
記
は
亦
受
記
・
受
決
・
受
麹
と
云
ふ
、
授
は
是
れ
与
の
義
、
受
は
是
れ
得
の
義
、
記
は
是
れ
事
を
記
す
、
決
は
是
れ
決
定
、
弼
は
是
れ
了
到
な
り
」
と
あ
り
、
受
記
の
異
称
と
し
て
い
る
が
、
」
こ
で
は
、
「
強
L
と
は
寸
作
っ
た
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文
」
の
意
味
を
も
有
し
、
玄
光
の
著
作
乃
至
寸
法
華
経
安
楽
行
義
」
を
受
け
た
か
、
或
い
は
法
華
三
昧
に
対
す
る
印
可
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
火
光
三
昧
・
水
光
三
昧
に
つ
い
て
は
、
智
顕
説
と
さ
れ
る
「
観
音
義
疏
」
、
「
四
教
義
」
等
に
は
顕
れ
る
が
、
慧
思
著
作
の
中
に
は
一
度
も
顕
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
慧
思
以
前
に
中
土
に
於
い
て
訳
出
さ
れ
た
経
典
に
は
、
火
光
三
昧
の
諸
相
と
し
て
、
①
釈
尊
が
衆
生
に
法
（
幻
）
を
説
く
為
に
入
り
、
身
よ
り
光
明
を
放
ち
天
地
を
照
ら
す
等
、
神
通
力
を
示
す
禅
定
。
②
宝
蔵
を
得
る
為
の
四
百
三
昧
の
一
つ
と
し
て
の
札
問
。
③
阿
羅
漢
果
を
得
る
為
の
禅
問
。
④
病
を
治
す
為
の
禅
問
。
⑤
減
度
す
る
為
の
禅
問
。
以
上
が
み
ら
れ
、
水
光
三
昧
に
つ
い
て
も
、
①
②
④
が
同
様
に
み
ら
れ
る
。
「
雑
阿
含
経
」
に
、
釈
尊
が
「
火
三
昧
に
入
り
、
身
上
よ
り
水
を
出
し
身
下
よ
り
火
を
出
す
」
と
あ
り
、
又
、
「
増
萱
阿
合
経
」
に
目
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
連
が
行
じ
た
「
初
禅
か
ら
第
二
禅
・
第
三
禅
・
第
四
禅
・
空
処
・
識
処
・
不
用
処
・
有
想
無
想
処
・
火
光
三
昧
・
水
光
三
昧
・
滅
尽
、
定
・
水
光
三
昧
・
火
光
三
昧
・
有
想
無
想
処
・
不
用
処
・
識
処
・
空
処
・
第
四
禅
・
第
三
禅
・
第
二
禅
・
初
禅
へ
と
戻
り
、
空
中
に
於
い
て
坐
臥
を
続
け
、
身
上
よ
り
火
を
出
し
、
身
下
よ
り
水
を
出
し
、
身
上
よ
り
水
を
出
し
、
身
下
よ
り
火
を
此
刊
し
と
い
う
禅
定
が
あ
り
、
あ
た
か
も
寸
法
華
経
」
妙
荘
厳
王
本
事
口
問
中
、
浄
蔵
・
浄
眼
の
「
虚
空
の
中
に
於
い
て
、
行
・
住
・
坐
・
臥
し
、
身
上
よ
り
水
を
出
し
、
身
下
よ
り
火
を
出
し
、
身
下
よ
り
水
を
出
し
、
身
上
よ
り
火
を
出
し
l
」
と
一
致
す
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
「
法
華
経
L
で
は
火
光
三
昧
・
水
光
三
昧
と
「
身
上
出
水
、
身
下
出
火
。
身
下
出
水
、
身
上
出
火
L
の
一
致
が
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
ら
三
昧
は
一
度
も
顕
わ
れ
な
い
。
た
に
寸
火
三
昧
を
修
習
す
る
が
故
に
、
身
よ
り
妙
光
を
出
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慧
思
は
火
光
三
昧
の
①
の
相
だ
け
だ
、
「
大
智
度
論
L
慧
思
の
火
光
三
昧
・
水
光
三
昧
の
捉
え
方
は
、
彼
の
著
作
及
び
伝
記
か
ら
は
推
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
仏
祖
統
紀
」
に
、
慧
思
の
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っ
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い
た
害
で
あ
る
。
弟
子
の
一
人
で
あ
る
慧
涌
師
が
「
法
華
三
昧
の
行
法
を
南
岳
に
受
け
、
こ
れ
を
行
ず
る
こ
と
既
に
久
し
く
し
て
、
遂
い
に
証
人
す
る
こ
と
を
獲
た
り
、
す
な
わ
ち
遁
を
雲
峯
に
隠
し
て
世
と
接
せ
ず
、
六
十
余
年
、
も
っ
ぱ
ら
禅
定
を
志
す
。
出
定
の
頃
に
当
り
て
心
に
他
務
な
し
、
唯
だ
法
華
を
謂
す
。
既
に
し
て
又
火
光
三
昧
を
証
せ
り
」
と
し
て
、
法
華
三
昧
の
後
に
火
光
三
昧
を
証
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
又
、
他
の
弟
子
が
法
華
三
昧
を
証
し
た
後
に
神
通
力
を
得
た
こ
と
が
頻
繁
に
顕
わ
れ
る
こ
と
等
か
ら
も
、
慧
思
の
理
解
は
と
も
か
く
、
彼
の
弟
子
達
の
中
で
、
次
第
禅
門
中
の
三
昧
と
し
て
で
は
な
く
、
①
の
相
の
神
変
、
神
通
力
を
顕
す
三
昧
、
又
は
法
華
三
昧
の
後
の
一
昧
と
し
て
、
受
け
止
め
る
者
が
で
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
玄
光
の
弟
子
の
「
火
光
三
昧
一
人
、
水
光
三
昧
二
人
L
も
、
法
華
三
昧
、
寸
法
華
経
」
の
神
異
性
を
強
調
し
た
結
果
の
産
物
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
朝
鮮
史
料
の
記
載
が
な
い
為
、
断
定
で
き
な
い
が
、
智
頭
が
講
説
を
中
心
と
し
て
指
導
し
、
天
台
宗
を
確
立
し
た
の
に
対
し
、
玄
光
は
「
法
華
経
安
楽
行
義
」
に
し
た
が
っ
て
法
華
三
昧
の
禅
法
を
中
心
に
指
導
し
、
特
に
、
法
華
経
の
功
徳
、
或
い
は
法
華
三
昧
後
の
神
通
力
の
会
得
を
強
調
し
た
が
、
弟
子
に
も
め
ぐ
ま
れ
ず
、
朝
鮮
天
台
を
確
立
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
玄
光
以
前
、
百
済
に
「
法
華
経
」
を
粛
し
た
と
さ
れ
る
僧
に
発
正
が
い
る
。
「
法
華
伝
記
」
に
よ
る
と
、
発
正
が
天
監
年
中
（
五
O
二
ー
一
九
）
に
梁
に
渡
り
、
師
を
尋
ね
て
仏
道
を
学
び
、
又
、
越
州
（
淑
江
省
）
の
界
山
に
観
音
道
場
が
あ
る
と
聞
い
て
行
く
が
道
場
は
す
で
に
無
く
、
華
厳
経
を
諭
し
て
い
る
僧
と
法
華
経
を
請
し
て
い
る
僧
だ
け
が
い
た
。
又
、
観
音
経
を
謝
す
る
功
徳
を
も
見
聞
し
、
在
梁
三
十
余
年
で
帰
国
し
た
。
以
上
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伝
に
よ
る
と
、
彼
の
留
学
の
期
間
は
幅
を
み
て
も
、
五
O
二
年
頃
か
ら
五
五
O
年
頃
の
聞
で
あ
り
、
百
済
求
法
僧
と
し
て
は
最
初
の
人
物
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
彼
の
伝
は
半
島
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
為
、
生
没
年
及
び
詳
細
な
事
績
は
不
明
で
あ
る
。
（
刊
却
）
次
に
、
留
学
の
経
験
は
な
い
が
、
そ
の
行
業
や
神
異
な
事
蹟
が
中
土
に
伝
わ
り
「
続
高
僧
伝
L
に
記
載
さ
れ
た
慧
顕
富
山
現
）
が
い
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る
。
伝
に
よ
る
と
、
慧
顕
は
、
法
華
経
を
請
す
こ
と
を
業
と
し
て
、
祈
福
請
願
す
る
と
遂
げ
る
所
が
多
か
っ
た
。
北
部
の
修
徳
寺
（
忠
清
南
道
瑞
山
）
に
住
し
、
衆
が
い
れ
ば
講
義
し
、
い
な
け
れ
ば
語
経
し
た
。
後
に
南
方
の
達
李
山
（
全
羅
北
道
官
向
山
）
に
移
り
、
五
十
八
歳
で
六
二
七
年
に
滅
し
た
。
と
あ
り
、
又
、
彼
の
滅
後
寸
虎
は
身
骨
を
畷
い
並
尽
、
く
す
も
、
惟
骸
舌
の
み
を
余
し
て
存
す
る
な
り
。
三
周
を
経
る
も
其
の
舌
は
弥
よ
紅
赤
に
し
て
柔
軟
な
る
こ
と
常
よ
り
勝
る
」
と
、
神
異
な
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
考
察
す
る
と
、
百
済
に
「
法
華
経
」
を
粛
し
た
、
発
正
、
玄
光
の
伝
を
慧
顕
伝
が
確
証
づ
け
て
い
る
感
が
あ
る
。
慧
顕
（
五
七
o
i六
二
七
）
の
頃
に
は
寸
法
華
経
L
は
百
済
に
流
布
さ
れ
読
請
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
又
、
受
容
形
態
と
し
て
は
、
特
に
、
受
持
、
読
請
の
功
徳
、
及
び
神
異
な
面
の
み
が
強
調
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
矯
に
つ
い
て
新
町
維
に
於
け
る
法
華
受
容
新
羅
に
於
け
る
法
華
受
容
の
諸
相
を
、
「
三
国
遣
事
」
か
ら
年
代
順
に
抽
出
す
る
と
、
①
法
興
王
十
四
年
（
五
二
七
）
、
朗
智
法
師
主
義
山
（
慶
尚
南
道
蔚
山
〉
に
住
し
、
法
を
開
ハ
い
が
② 
墓真
の平
上王
か代
ら（
蓮五
が七
生九
じ i
た4oアミ
」J
四
仏
山
の
大
乗
寺
に
法
華
経
を
読
諭
す
る
僧
を
招
い
て
住
ま
わ
せ
た
。
僧
が
亡
く
な
り
葬
る
と
、
③
霊
鷲
山
に
一
人
の
異
僧
（
朗
智
）
が
住
し
て
い
て
、
い
つ
も
法
華
経
を
講
じ
神
通
力
が
あ
っ
た
。
文
武
玉
元
年
（
六
六
一
）
、
智
通
は
（
H
M）
 
霊
鷲
山
の
朗
智
の
許
へ
行
く
途
中
、
北
日
覧
菩
薩
よ
り
戒
を
受
け
、
そ
の
後
、
朗
智
の
弟
子
と
な
っ
た
。
（
位
〉
④
元
暁
〈
六
一
七
t
八
六
）
が
霊
鷺
山
の
智
通
の
許
へ
行
き
法
を
聞
い
た
。
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⑤
元
聖
王
代
（
七
八
五
i
九
八
）
、
高
僧
の
縁
会
は
霊
鷲
山
に
隠
居
し
て
、
（
円
相
）
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
い
つ
も
法
華
経
を
続
み
、
普
覧
の
観
行
を
修
め
、
後
に
国
師
以
上
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
釈
尊
が
寸
法
華
経
」
を
説
い
た
と
さ
れ
る
軒
並
鷲
山
と
同
名
の
山
が
朝
鮮
半
島
に
も
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
そ
の
霊
常
山
を
中
心
に
朗
智
、
智
通
、
元
暁
、
縁
会
等
の
名
が
顕
れ
る
。
①
と
⑥
の
朗
智
は
史
料
上
で
は
同
一
人
と
さ
れ
る
が
、
逆
算
す
る
と
一
五
O
歳
以
上
の
高
齢
に
な
り
、
又
、
五
二
七
年
と
い
う
年
は
新
総
仏
教
公
認
の
年
で
も
あ
り
、
後
世
の
何
ら
か
の
作
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
孟
鷺
山
中
心
に
朗
智
が
「
法
華
経
」
を
講
じ
、
朗
智
の
許
に
智
通
が
行
き
、
智
通
の
許
に
元
映
が
行
く
。
勿
論
、
②
の
四
仏
山
の
例
も
あ
る
が
、
霊
鷲
山
が
法
華
信
仰
の
中
心
を
成
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
朝
鮮
半
島
に
於
い
て
は
、
元
暁
か
ら
仏
典
研
究
が
始
ま
り
、
そ
れ
ま
で
と
一
線
を
尚
し
て
い
る
。
「
法
華
経
L
に
つ
い
て
も
、
元
暁
、
保
（
H
H
V
 
興
、
順
環
、
玄
一
、
義
寂
、
道
倫
、
太
賢
等
が
注
疏
を
著
し
信
仰
形
態
に
も
変
遷
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
元
暁
以
前
と
限
定
す
る
な
ら
ば
、
新
緑
に
於
い
て
も
百
済
同
様
、
や
は
り
、
①
②
③
か
ら
も
、
寸
法
華
経
」
の
神
田
夫
而
が
強
調
さ
れ
て
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
高
句
麗
に
於
け
る
法
華
受
符
（
日
日
）
「
続
高
僧
伝
」
に
、
智
頭
の
許
で
天
台
の
禅
観
を
修
し
た
高
句
麗
僧
波
若
の
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伝
に
よ
る
と
、
問
主
二
ハ
年
（
五
九
六
）
に
智
顕
の
許
に
行
き
、
智
頭
の
没
後
、
問
主
十
八
年
（
五
九
八
）
か
ら
大
業
九
年
（
六
三
二
）
ま
で
生
前
の
智
頭
の
指
示
を
守
り
、
天
台
山
の
華
頂
で
頭
陀
行
を
修
し
、
二
月
に
山
を
出
て
国
清
寺
に
於
い
て
五
二
歳
で
没
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
、
っ
日
本
書
紀
」
に
よ
っ
て
高
句
麗
僧
慧
慈
と
聖
徳
太
子
の
問
答
か
ら
、
当
時
高
句
麗
に
於
い
て
「
法
華
経
L
が
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
波
若
、
慧
慈
の
伝
は
朝
鮮
史
料
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
史
料
に
寸
法
華
経
」
に
関
す
る
事
項
が
な
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い
こ
と
か
ら
、
高
句
麗
に
於
け
る
法
華
受
容
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
、
六
世
紀
に
は
流
布
し
て
い
た
、
ど
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
以
上
か
ら
、
朝
鮮
半
島
に
於
い
て
「
法
華
経
し
は
、
受
持
、
読
諭
の
功
徳
、
又
は
神
異
面
が
強
調
さ
れ
て
、
特
に
僧
侶
に
よ
っ
て
の
み
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
民
衆
に
も
浸
透
し
、
観
音
信
仰
等
の
種
種
な
信
仰
へ
と
細
分
化
し
て
行
く
の
は
コ
二
国
遺
事
L
（
灯
）
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
現
在
す
る
元
暁
等
の
寸
法
華
経
L
に
つ
い
て
の
著
作
を
中
心
に
、
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
受
容
の
問
題
を
論
究
し
て
い
き
た
い
。
詑
〆町、
、.，
本
「
能
和
編
「
朝
鮮
仏
教
通
史
L
（
下
）
二
九
九
l
三
O
四
頁
。
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
搭
に
つ
い
て
（
2
）
同
二
九
七
二
九
九
貞
。
（
3
）
「
三
国
史
記
L
に
よ
る
と
、
僧
明
観
は
中
国
僧
で
あ
り
経
論
数
は
千
七
百
余
巻
と
さ
れ
る
。
「
淘
東
高
僧
伝
」
は
、
明
観
は
新
総
僧
で
経
論
は
ご
千
七
百
余
巻
と
す
る
。
経
論
に
つ
い
て
は
他
の
朝
鮮
史
料
も
一
定
し
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
明
観
に
つ
い
て
は
、
隙
へ
の
判
員
開
始
時
（
五
六
五
）
と
当
時
の
新
緑
と
中
国
王
朝
と
の
国
交
か
ら
中
国
僧
と
考
え
ら
れ
る
。
（4）
1
仏
視
統
紀
」
大
正
・
四
九
、
二
四
八
中
。
（
5
）
同
大
正
・
四
九
、
二
四
六
中
。
三
九
一
下
。
（
6
）
同
大
正
・
四
九
、
二
五
O
上
二
五
一
上
。
〔
7
）
島
地
大
等
著
「
天
台
教
学
史
」
（
隆
文
館
、
昭
和
六
一
）
二
一
五
i
二
二
二
百
参
問
。
（
8
）
「
仏
祖
統
紀
」
大
正
・
四
九
、
一
九
六
上
l
一
九
六
中
。
（
9
）
寸
末
高
僧
伝
」
大
正
・
五
O
、
八
二
O
下
八
二
一
上
。
（
ω）
「
神
僧
伝
」
大
正
・
五
O
、
九
七
六
下
。
（
U
）
「
新
修
科
分
六
学
僧
伝
L
日
続
蔵
、
第
二
編
乙
第
六
套
、
第
三
冊
。
そ
の
他
「
釈
門
正
統
」
に
も
出
づ
。
（
ロ
〉
煩
墳
に
な
る
が
、
参
考
の
為
「
宋
高
僧
伝
L
の
陳
新
羅
国
玄
光
伝
を
全
文
引
用
す
る
。
釈
玄
光
者
。
海
東
熊
州
人
也
。
少
而
穎
悟
頓
同
小
一
俗
康
一
。
決
求
名
師
専
修
党
行
。
治
夫
成
長
願
下
越
ニ
治
渓
一
求
中
中
土
禅
法
よ
。
於
レ
日
比
縦
一
一
光
陳
国
一
利
ニ
住
衡
山
一
。
見
ニ
忠
大
和
尚
開
ν
物
成
v
化
。
神
解
相
参
。
恩
師
察
一
一
某
所
由
一
。
密
授
一
一
法
華
安
楽
行
門
一
。
光
利
若
コ
神
錐
一
無
－
一
堅
不
U
犯
。
新
猶
－
一
劫
貝
一
有
レ
染
比
白
一
鮮
。
富
市
而
奉
行
動
而
周
－
一
一
式
。
俄
証
－
一
法
華
三
昧
一
。
請
＝
求
印
可
二
mo為
証
レ
之
、
汝
之
所
証
真
不
レ
慮
。
善
護
一
一
念
之
一
令
ニ
法
増
長
二
汝
還
一
一
本
土
一
施
一
一
設
主
口
紘
一
。
好
負
ニ
摂
蛤
一
皆
成
コ
螺
扇
－
。
光
雄
而
垂
泣
。
自
爾
返
ニ
錫
江
南
一
。
属
二
本
国
舟
艦
－
附
載
離
レ
岸
。
時
則
綜
雲
乱
レ
目
雅
楽
沸
レ
空
。
絡
節
寛
旋
伝
呼
而
至
。
空
中
声
云
。
天
帝
召
↓
一
海
東
玄
光
禅
師
一
。
光
扶
レ
手
避
議
。
唯
見
ニ
青
衣
前
導
一
。
少
選
入
ニ
宮
城
一
。
且
非
一
一
人
間
官
府
一
。
羽
衛
之
設
也
。
無
レ
非
一
一
鱗
介
二
参
一
一
雑
鬼
神
－
。
或
目
。
今
日
天
帝
降
ニ
龍
王
宮
一
請
レ
師
説
ニ
親
証
法
門
二
五
口
曹
水
府
亨
耐
利
益
一
。
既
登
一
一
宝
殿
一
次
砂
二
高
台
一
。
如
ニ
問
而
談
一
略
経
一
一
七
日
一
。
然
後
王
射
送
別
。
共
船
迂
レ
洋
不
レ
進
。
光
復
登
レ
船
。
船
人
謂
経
コ
半
日
一
而
己
。
光
帰
ニ
熊
州
翁
山
一
。
卓
レ
錫
結
レ
茅
乃
成
一
一
党
利
一
。
同
声
相
応
得
レ
法
者
蜜
戸
愛
開
。
楽
レ
小
廻
レ
心
慕
レ
理
者
喧
連
倹
至
。
主
（
如
コ
升
レ
堂
受
レ
荊
者
一
一
人
。
入
↓
一
火
光
三
昧
二
人
。
入
ニ
水
光
三
昧
二
一
人
。
互
得
－
一
其
二
種
法
門
一
。
従
発
者
彰
↓
二
二
昧
名
一
耳
。
其
諸
門
生
轡
如
下
衆
烏
附
－
一
須
弥
山
一
皆
同
一
色
上
也
。
光
末
一
一
之
滅
一
周
レ
知
レ
伐
レ
往
。
南
獄
祖
同
情
↓
一
影
堂
－
。
内
回
一
二
一
十
八
人
一
。
光
居
レ
一
君
。
天
台
国
清
寺
岨
堂
亦
然
。
（
日
）
田
村
円
澄
著
「
日
本
仏
教
史
4
L
（
法
蔵
館
、
昭
和
五
八
）
八
九
頁
参
照
。
（
U
〉
江
田
俊
雄
日
者
「
朝
鮮
仏
教
史
の
研
究
L
（
図
書
刊
行
会
、
昭
和
五
二
）
六
二
頁
参
照
。
-208ー
（
日
〉
熊
州
と
は
、
公
州
、
熊
津
（
忠
清
道
）
を
指
し
、
百
済
の
旧
都
が
あ
っ
た
地
方
で
あ
り
、
滅
亡
に
至
る
ま
で
百
済
の
所
領
で
あ
っ
た
。
（
日
）
「
統
高
僧
伝
」
大
正
・
五
O
、
五
六
三
中
。
（
げ
）
「
仏
祖
統
紀
L
大
正
・
四
九
、
一
九
五
上
｜
一
九
六
上
。
（
日
目
）
「
諸
法
無
誇
三
昧
法
門
」
大
正
・
四
六
。
般
若
皆
空
思
想
の
実
践
を
強
調
す
る
書
で
あ
る
が
、
随
所
に
法
華
・
華
厳
の
思
想
も
み
ら
れ
る
。
（
印
）
「
随
自
意
三
昧
」
大
日
本
続
蔵
経
二
・
ゴ
了
四
。
「
首
樗
厳
三
昧
経
」
の
意
に
よ
っ
て
、
行
・
住
・
坐
・
眠
・
食
・
語
の
六
威
儀
に
つ
い
て
坐
禅
修
行
の
工
夫
を
述
べ
て
い
る
。
（
却
）
同
三
四
四
右
下
。
（
幻
）
「
法
華
経
安
楽
行
義
」
大
正
・
四
六
。
法
華
経
の
実
践
を
説
い
た
も
の
で
、
法
華
三
昧
の
行
法
を
中
心
に
詳
説
し
て
い
る
。
（
幻
）
同
六
九
七
下
。
（
幻
）
「
続
高
僧
伝
」
大
正
・
五
O
、
五
六
四
中
。
（
M
）
「
妙
法
蓮
華
経
文
句
」
大
正
・
三
四
、
九
七
下
。
（
お
）
「
観
音
義
疏
」
大
正
・
三
四
、
九
二
五
上
。
（
部
）
「
四
教
義
L
大
正
・
四
六
、
七
四
六
中
。
（
幻
）
釈
尊
が
法
を
説
く
為
に
火
光
三
昧
に
入
っ
た
こ
と
は
「
雑
宝
蔵
経
」
大
正
・
四
、
凶
八
八
中
。
「
撰
集
百
縁
経
」
大
正
・
四
、
一
一
一
一
下
。
寸
別
訳
雑
阿
合
経
」
大
正
・
二
、
四
一
一
中
等
、
他
の
経
典
に
も
頻
繁
に
顕
れ
る
。
又
、
「
過
去
現
在
因
果
経
L
、
「
経
律
異
相
し
に
は
、
迦
葉
が
釈
尊
の
弟
子
に
な
る
い
き
さ
つ
で
あ
る
悪
龍
折
伏
の
説
話
も
記
さ
れ
て
い
る
。
釈
尊
の
弟
子
が
行
じ
た
場
合
と
し
て
は
「
増
一
阿
合
経
L
・
「
経
律
異
相
」
・
「
弥
沙
寒
部
和
掻
五
分
律
L
等
に
、
特
に
神
異
面
が
強
調
さ
れ
て
記
き
れ
て
い
る
。
（
部
）
「
大
方
等
無
想
経
L
大
E
・
一
二
、
一
O
八
六
中
下
。
（
却
）
①
の
次
に
多
い
禅
定
で
あ
る
。
「
経
律
異
相
」
大
正
・
五
三
、
三
上
・
六
七
上
等
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
ぬ
）
「
治
禅
病
秘
要
法
」
大
正
・
一
五
、
三
三
三
下
・
一
二
三
四
上
。
（
幻
）
「
増
一
阿
含
経
」
大
正
・
一
一
、
六
四
一
下
。
（m
M
）
「
雑
阿
含
経
」
大
正
・
二
、
五
O
中。
（
お
）
「
増
一
阿
含
経
」
大
正
・
二
、
六
四
一
下
0
1
大
方
等
大
集
経
」
大
正
・
十
三
に
よ
る
と
、
火
光
三
昧
に
入
っ
て
身
か
ら
種
々
の
妙
色
光
明
（
青
黄
赤
白
及
び
頗
梨
色
）
を
放
ち
、
次
に
焔
摩
迦
定
に
入
り
身
上
よ
り
水
を
出
し
身
下
よ
り
火
を
出
す
と
し
て
、
「
雑
阿
含
経
」
・
「
大
方
等
大
集
経
」
と
は
異
な
る
。
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
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朝
鮮
半
島
に
於
け
る
法
華
経
伝
播
に
つ
い
て
（U
M
）
「
妙
法
遊
撃
経
」
大
正
・
九
、
六
O
上。
（
お
）
「
大
智
度
論
」
大
正
・
二
五
、
四
四
三
中
。
又
、
八
一
上
に
火
光
三
昧
の
⑤
の
相
と
類
似
す
る
「
火
焔
定
L
な
る
タ
l
ム
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
お
）
寸
仏
祖
統
紀
L
大
正
・
四
九
、
一
九
五
下
・
一
九
六
上
。
（
幻
〉
「
法
華
伝
記
」
大
正
・
五
一
、
七
二
上
中
。
又
、
牧
田
諦
亮
著
「
六
朝
古
逸
観
世
音
応
験
記
の
研
究
L
五
八
！
六
O
頁
に
も
「
観
世
音
応
験
記
」
の
発
正
伝
が
見
ゆ
。
（
叩
叫
〉
「
続
高
僧
伝
」
大
正
・
五
O
、
六
八
七
下
。
又
、
「
三
国
遣
事
」
大
正
四
九
、
一
O
一
六
上
に
慧
刷
酬
を
恵
現
と
し
て
同
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
鈎
〉
「
三
国
遺
事
L
大
正
・
四
九
、
九
八
七
中
。
（
川
明
）
同
九
九
一
中
下
。
（
制
）
同
一
O
一
五
中
下
。
〈
位
）
同
一
O
一
五
中
下
。
（M
M
）
同
一
O
一
五
下
l
一
O
一
六
上
。
（
“
〉
新
羅
に
於
け
る
法
華
関
係
の
著
作
は
、
示
暁
i
「
法
華
経
宗
要
L
・
「
法
華
経
方
便
品
料
簡
」
・
「
法
華
経
要
時
」
・
「
法
花
略
述
」
憶
興
「
法
華
経
疏
」
順
環
寸
法
華
経
料
開
」
玄一
l
「
法
華
経
疏
」
義
寂
i
「
法
華
経
論
述
記
L
・
寸
法
華
経
網
目
L
・
「
法
華
経
料
簡
L
・
「
法
華
経
験
記
」
道
倫
｜
寸
法
華
経
疏
」
太
賢
！
「
法
華
経
古
述
記
」
以
上
が
あ
る
が
、
現
在
す
る
の
は
一
不
暁
の
「
法
華
宗
要
L
と
義
寂
の
「
法
華
経
論
述
記
」
の
み
で
あ
る
。
「
続
高
僧
伝
」
大
正
・
五
O
、
五
七
O
下
｜
五
七
一
上
。
寸
日
本
書
紀
」
日
本
古
典
文
学
大
系
、
一
七
五
l
一
O
一頁。
ユ
一
一
国
遺
事
L
に
於
け
る
諸
信
仰
の
問
題
は
、
今
後
の
機
会
に
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
（必）
（叫叩〉
（灯）
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